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∵：主な申寧：
吼二極遠の古墳を訪ね乱た．′
2P．桜の花から、元気と希望を

もらいましょう．／

3P．私のひとりごと・私のふるさと

3P．地域のわだい

4P．お庭拝見・歴史探訪・部会だ凍り1

二－

ヽ′ ！相
新型コロナ感染症の終息が見通せない中、予定していた芸能音楽祭が中止となり、掲載ができなくなりました。家の中での

生活時間が増えているこの頃ですが、思い切って自然の中へと出てみました。

私たちの周りには、かつて多くの古墳がありました。これらの多くは土地開発により失われてしまいましたが、今でも－中地区には

約30基が残っていますムしかし、ほとんどが樹木に覆われ、なかなか存在に気付きません。ここでは、代表的な3ヶ所を紹介します。

笠谷古墳群・仲基
一番大きな6号墳は、前方後円墳。長さ

約43m高さ約5mで、石棺・直刀等が出土。

築造は推定6世紀末。

三反田古墳群．
（Ll）羽黒支群　3基

盛儀銅遥療養顎蓮華聖

二‾表藍
（注意）笠谷古墳群と羽黒支群は私有地内にあるため、

安易に立ち入らないようお願いします。

（2）飯塚前古墳（市指定史跡）

一番大きな1号墳は、前方後円墳。長さ

約30m、高さ約4m。築造は推定7世紀。

住宅地の中にある古墳。ブルドーザー
で土砂採取作業中、横穴式石室の入り口

を発見。築造は推定6～7世紀。
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将の花から、元気と希望をもらいさし占う／

ひたちなか海浜鉄道線路沿いの桜 勝田工高の校庭

掲載している写真は、広報委員が近年に糧影したものです。
－中地区にはこの他にも、たくさんの桜の名所があります。人知れずひっそりと咲いている桜もあることで

しょう。コロナウイルス感染対策を心がけなから、この時期ならではの風景をお楽しみください。
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一一岬・r一闇

工機前部近くにある集会所「勝田駅南会館」

まちを元気lこしたい

東石川小学校

10月には商店街の方々と彙ボタンや

パンジーを植え、1月にはベンチの

木材の塗装を行いました。この木材

を表呵商店街青年部の方々が組み

立ててくださU、新しくなったベン

チを表呵各所に設置しました。同時

に清掃や花壇の草取りを行い、「こ

れからも地域に貢献したい」という

思いを強くしました。

UT／′／／

地域のわだい
活動を縮小して続けている六美会

西中根自治会　六美会会長　海野書輝

6年生は「総合的な学習の時間」

に、商店街の活性化のためにできる

ことを考えました。

前期は、まちづくり株式会社の

方々からお話を聞き、TAMARIBA

横丁の意義を知りました。コロナ禍

でもできることは何か、各学級で話

し合いを重ねました。

訪れる人に楽しんでもらおうと、

出場しました。
11月には、3密を避けて2年ぶりに

「いこいの村澗沼」でスポーツ大会

を開催し、22名参力0でグラウンドコ

ルフと輪投げを行いました。好スコ

アが出た時は、言葉でなく身振り手

振りで、喜びを伝え合いました。

「孤独ゼロ」を目標に、地域との

交流を大切に、活動を継続していき
たいと願っています。

新型コロナウイルスの影響により主

な活動をやむを得ず中止するなかで、

月1匝什西中棍観音堂霊園」の清掃活

動を続けています。さらに、当番制で月

2匝lごみ集積所の清掃も行っていま

す。墓参に来られた方々から感謝の言

葉をいただき、励みになうています。

また、高ウ達会長杯スポーツ大会

予選会・市長杯高齢者スポーツ大会
が行われ、グラウンドゴルフの部に

忽
二
勒
払
こ
ぞ
旬
こ
て
哲

大
相
撲
観
戦
記三

反
田
自
治
会

鈴
木
　
敏
之

大
相
撲
は
年
6
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

1
・
5
・
9
月
場
所
は
、
東
京
両
国
国
技
館

（
以
下
国
技
館
）
、
3
月
は
大
阪
、
7
月
は
名

古
屋
、
1
1
月
は
福
岡
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま

す
。
私
は
大
相
撲
が
大
好
き
で
、
学
生
時
代
の

友
人
に
チ
ケ
ッ
ト
を
手
配
し
て
も
ら
え
る
の

で
、
1
0
年
程
前
か
ら
国
技
館
に
足
を
運
ん
で
い

ま
す
。
1
月
場
所
（
以
下
初
場
所
）
　
を
中
心
に

年
2
回
観
戦
し
ま
す
。
最
近
は
大
相
撲
の
人
気

が
高
く
、
な
か
な
か
初
日
の
チ
ケ
ッ
ト
購
入
が

か
な
い
ま
せ
ん
。
以
前
は
、
初
場
所
初
日
の
取

り
組
み
を
マ
ス
席
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
5
年
前
の
初
場
所
初
日
の
取
り
組
み
で

は
、
上
皇
・
上
皇
后
両
陛
下
　
（
当
時
の
天
皇
・

皇
后
両
陛
下
）
が
身
を
乗
り
出
し
、
観
戦
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

私
は
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
大
声
を
出
す
こ
と

で
フ
ィ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
取
り

組
み
表
で
ど
ち
ら
の
力
士
が
勝
つ
か
予
想
す
る

の
も
楽
し
み
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
2
年
間
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
入

場
者
数
は
5
0
0
0
人
ま
で
。
会
場
入
り
口
で

は
検
温
・
手
指
を
消
毒
。
館
内
で
は
マ
ス
ク
の

着
用
、
大
声
で
の
声
援
を
禁
止
、
応
援
は
拍

手
、
食
事
・
ア
ル
コ
ー
ル
の
持
ち
込
み
は
禁

止
。
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

大
相
撲
観
戦
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
国

技
館
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
ー
・

｛）闇

勝
田
駅
前
南
自
治
会
に
思
う

勝
田
駅
前
南
自
治
会

永
盛
　
啓
司

本
自
治
会
は
、
平
成
3
年
4
月
1
日
に
泉

呵
・
表
呵
・
春
日
町
が
合
併
し
て
で
き
ま
し

た
。
自
治
会
加
入
世
帯
数
は
合
併
時
約
4
5
0

世
帯
で
し
た
。
そ
の
後
は
減
り
続
け
、
平
成
2
0

年
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
に
よ
り
約
1
1
0
世

帯
増
え
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
現
在
は
約

4
0
0
世
帯
で
す
。
高
齢
者
ウ
一
フ
ブ
と
子
ど
も

会
は
合
併
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
に
あ
り
ま
し

た
が
、
少
子
化
と
担
い
手
不
足
に
よ
り
残
念
な

が
ら
現
在
は
あ
り
ま
せ
ん
。

活
動
の
拠
点
で
あ
る
集
会
所
は
、
企
業
が
昭

和
5
8
年
に
建
築
し
て
く
れ
た
も
の
を
無
償
で
借

用
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
2
2
年
に
土
地
は
有

償
、
家
屋
は
無
償
に
よ
り
取
得
し
、
課
題
で

あ
っ
た
集
会
所
の
自
治
会
所
有
が
実
現
で
き
ま

した。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
自
治
会
の
活
動
は
、
人
と

人
を
つ
な
ぐ
重
要
な
場
で
す
。
人
は
対
面
で
話

を
し
、
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
連
帯

感
が
生
ま
れ
絆
が
深
ま
る
も
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
後
の
社
会
が
ど
う
な
る
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
大
都
市
の
よ
う
な
無
縁
社
会
に
な

私
の
ふ
る
さ
と

二
　
勇
壮
な
常
陸
大
津
の
御
船
祭

東
中
根
団
地
自
治
会
　
堀
江
　
博
志

私
の
故
郷
は
茨
城
県
の
北
部
、
小
さ
な
漁
港
が
あ
る
大

津
町
で
す
。
」
八
角
堂
・
茨
城
県
天
心
記
念
五
滴
美
術
館
等

も
あ
り
ま
す
。

小
さ
い
頃
は
、
初
冬
に
な
る
と
い
わ
し
漁
が
盛
ん
に
な

り
、
活
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
羽
は
頬
刺
し
（
ほ

う
ど
し
）
に
、
小
さ
い
背
黒
は
煮
干
し
に
し
て
、
東
京
な

ど
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
父
が
漁
師
を
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
こ
の
背
黒
を
網
い
っ
ぱ
い
持
ち
帰
っ
て
来
た

と
き
は
、
つ
み
れ
団
子
や
手
で
剥
い
で
刺
身
に
し
て
食
べ

て
い
ま
し
た
。
酒
が
飲
め
る
大
人
だ
っ
た
ら
、
さ
ぞ
か
し

お
い
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
時
々
、
ア
ン
コ
ウ
も
持
っ

て
き
て
、
母
が
つ
る
し
切
り
で
捌
い
て
く
れ
ま
し
た
。

小
学
生
の
頃
は
、
近
所
の
子
供
た
ち
と
べ
っ
た
（
め
ん

こ
の
こ
と
）
や
ビ
ー
玉
、
投
げ
コ
マ
　
（
喧
嘩
コ
マ
）
　
で
遊

ん
で
い
ま
し
た
。
一
番
の
楽
し
み
は
、
5
月
1
0
日
に
行
わ

れ
て
い
た
町
の
お
祭
り
「
御
船
曳
き
」
　
で
す
。
漁
港
近
く

の
小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
佐
波
波
地
祇
（
さ
わ
わ
ち
ぎ
）

神
社
か
ら
、
神
を
乗
せ
た
神
輿
を
男
た
ち
が
担
ぎ
、
呵
の

中
を
練
り
歩
き
、
待
た
せ
て
あ
る
神
船
に
乗
せ
、
そ
こ
か

ら
漁
港
ま
で
の
御
舶
曳
き
が
始
ま
り
ま
す
。
燃
し
手
は
乗

船
し
た
ま
ま
で
、
2
0
～
3
0
人
の
男
た
ち
が
神
舶
の
両
側
に

ぶ
ら
下
が
り
船
を
左
石
に
揺
ら
し
、
3
0
0
人
近
い
曳
き

手
で
道
路
に
敷
い
た
そ
ろ
ば
ん
（
木
の
枠
）
の
上
を
二
気

に
走
ら
せ
ま
す
。
笛
・
太
鼓
が
激
し
く
響
く
′
・
舶
を
揺

ら
す
男
た
ち
の
歓
声
′
・
曳
き
手
の
歓
声
′
・
そ
ろ
ば
ん
の

焦
げ
る
匂
い
′
・
神
船
が
走
る
′
・
走
る
′
・
お
よ
そ
ワ
ト

ン
も
の
舶
が
路
上
を
走
る
姿
は
、
迫
力
満
点
で
す
。

小
太
鼓
は
、
小
学
生
が
化
粧
・
着
飾
り
し
て
叩
き
ま

す
。
二
度
こ
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
た
ら
な
あ
」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
残
念
〃
‥

日
日
〓
u
露
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紅白絞りの花が嘆く椿の木

著書著書

天狗党が監禁された鰊蔵（敦賀）

r T豪や卜瓜＿＿一

武田耕雲斎らの墓（敦賀）

野∴■主∴

天
狗
党
の
乱
（
3
）
最
終
回

窮
地
に
立
っ
た
天
狗
党
は
起
死
回
生
を
図
る
た

め
、
当
時
京
都
に
い
た
一
橋
慶
喜
に
会
っ
て
、
朝
廷

に
尊
王
廣
夷
の
志
を
伝
え
よ
う
と
西
上
を
決
意
し
ま

し
た
。
武
田
耕
雲
斎
を
総
大
将
、
藤
田
小
田
郡
を
副

将
と
し
て
1
0
0
0
人
余
り
の
大
部
隊
を
編
成
し
、

1
8
6
4
年
1
1
月
1
日
に
京
都
を
目
指
し
て
大
子
村

を
出
立
し
ま
し
た
。

諸
藩
の
追
撃
を
避
け
な
が
ら
美
濃
ま
で
進
み
ま
し

た
が
、
追
討
諸
藩
が
街
道
を
封
鎖
し
て
い
た
た
め
越

前
へ
と
大
幅
に
迂
回
。
荷
物
を
運
ぶ
馬
と
共
に
大
砲

を
背
負
い
雪
に
覆
わ
れ
た
難
所
の
蝿
帽
子
峠
を
越
え

る
な
ど
考
え
る
の
も
狂
気
の
沙
汰
で
、
誰
も
が
不
可

能
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
〓
口
は
奇
跡

的
に
峠
を
越
え
て
越
前
に
着
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

追
討
軍
の
包
囲
網
の
中
に
孤
立
。
さ
ら
に
、
頼
み
の

一
橋
慶
喜
が
幕
府
追
討
軍
の
指
揮
を
執
っ
ー
て
い
た
こ

と
に
、
天
狗
党
の
首
脳
は
愕
然
と
し
ま
し
た
。

【
乱
の
結
末
と
そ
の
後
】

1
2
月
1
6
日
、
耕
雲
斎
ら
8
2
3
人
が
前
方
を
封
鎖

し
て
い
た
加
賀
蒲
に
降
伏
。
5
0
余
日
約
9
0
0
加
の

行
軍
は
、
終
わ
り
を
告
げ
ま
し
た
。

当
初
は
加
賀
藩
士
達
に
よ
り
、
好
意
的
な
待
遇
を

受
け
た
天
狗
党
で
し
た
が
、
田
沼
意
尊
が
天
狗
党
の

処
分
を
一
任
さ
れ
て
か
ら
処
遇
は
激
変
し
、
敦
賀
の

船
町
に
あ
る
鰊
蔵
に
5
0
人
ず
つ
詰
め
込
ま
れ
ま
し

た
。
蔵
の
窓
は
全
て
釘
づ
け
に
さ
れ
て
室
内
は
措

く
、
中
は
む
し
ろ
を
敷
い
た
だ
け
、
便
所
は
中
央
に

桶
を
置
く
だ
け
と
い
う
有
様
。
食
事
は
朝
夕
む
す
び

1
個
に
ぬ
る
ま
湯
だ
け
。
厳
し
い
寒
さ
と
劣
悪
な
環

境
が
原
因
で
2
4
人
が
病
死
し
ま
し
た
。
田
沼
の
や
リ

ロ
は
異
常
に
残
酷
非
道
な
も
の
で
し
た
。

田
沼
は
永
覚
寺
に
白
洲
を
設
け
ま
し
た
が
、
吟
味

は
全
く
形
式
だ
け
で
、
天
狗
党
に
下
さ
れ
た
判
決

は
、
死
罪
3
5
2
人
、
遠
島
1
3
2
人
、
水
戸
渡
し

1
3
0
人
、
永
厳
寺
預
け
1
1
人
、
構
い
な
く
追
放
1

8
7
人
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

水
戸
で
は
、
赤
沼
牢
に
投
獄
さ
れ
て
い
た
天
狗
党

の
女
・
子
供
を
含
む
家
族
ら
が
、
諸
生
党
に
よ
っ
て

つ
ぎ
つ
ぎ
と
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。

◆

3
年
後
に
江
戸
幕
府
が
滅
び
て
明
治
維
新
に
な
る

と
、
小
浜
蒲
に
預
け
ら
れ
て
い
た
武
田
耕
雲
斎
の

孫
、
武
田
金
次
郎
ら
は
朝
廷
か
ら
罪
を
許
さ
れ
水
戸

へ
帰
国
し
ま
す
。

金
次
郎
ら
は
朝
廷
か
ら
諸
生
党
追
討
の
勅
命
を
取

り
付
け
、
諸
生
党
に
対
し
て
激
烈
な
報
復
を
開
始
し

ま
し
た
。
白
昼
堂
々
と
諸
生
党
や
そ
の
家
族
を
襲
撃

し
、
殺
裂
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
幕
末
の
水
戸
藩
は
、
尊
王
廣
夷
思
想
の

魁
で
あ
り
な
が
ら
、
内
部
抗
争
で
有
為
な
人
材
を
こ

と
ご
と
く
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
明
治
政
府
が
成

立
し
た
と
き
、
そ
の
要
職
に
就
い
た
水
戸
藩
出
身
者

は
一
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
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狗
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蒲
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狗
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て
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な
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。
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た
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は
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起
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た
の
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劇
に
何

の
意
味
が
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た
の
か
。
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ど
徹
底
し
て
見
当

体
育
部
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防
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期
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回
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中
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フ
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ル

大
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が
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日
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湊
運

動
公
園
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催
さ
れ
た
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ロ
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育
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最
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。
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熱
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験
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勝
田
一
中
の
体
育
館
と
グ
ラ

ン
ド
で
　
「
星
空
か
ん
さ
つ

会
」
　
を
実
施
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候
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も
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ま
れ
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体
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を
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で
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て
驚

き
の
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を
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げ
て
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ー
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空
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を
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の
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に
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子
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緒
に
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違
い
の
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ル
ギ
1
の
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費
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こ
れ
ほ

ど
む
な
し
い
人
間
の
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と
涙
の
浪
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が
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れ
ま
で
の
歴
史
上
ほ
か
に
あ
っ

た
だ
ろ
う
か
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小
説
家
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山
田
風
太
郎
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魔
群
の

通
過
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と
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う
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書
で
、
登
場
人
物
武

田
猛
（
武
田
耕
雲
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の
四
男
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の
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を

借
り
て
、
こ
れ
ら
疑
問
の
わ
け
な
ど
を

解
説
し
て
い
ま
す
。
天
狗
党
の
乱
に
つ

い
て
興
味
を
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っ
た
方
は
ぜ
ひ
〓
説
を

お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
　
伊
藤
　
昇

一
編
集
後
記

3
年
目
に
入
る
コ
ロ
ナ

禍
で
の
制
限
さ
れ
た
生

活
。
昨
年
末
に
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
者
が
減
り
部
会
な

ど
の
行
事
が
で
き
た
こ
と

が
嘘
の
よ
う
に
、
今
年
に

入
っ
て
か
ら
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
感
染
者
が
増
加
し
ま
し

た
。
ま
た
も
や
地
域
や
部

会
の
行
事
が
な
く
な
り
、

一
中
地
区
　
「
芸
能
音
楽

祭
」
が
3
度
目
の
中
止
。

で
も
、
こ
の
広
報
紙

「
ふ
れ
あ
い
」
は
一
度
も
休

刊
し
な
い
で
何
と
か
発
行

し
続
け
て
い
ま
す
。
次
号

に
は
、
会
の
行
事
等
の
記

事
が
よ
り
多
く
掲
載
で
き

る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い

ま
す
。


